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編戸形態にみる年齢秩序
―半布里戸籍と大嶋郷戸籍の比較から―






























































年齢 戸主 戸口 合計
６１以上 １００．００ ０．００ １００．００
５１～６０ ８５．７１ １４．２９ １００．００
４１～５０ ７８．２６ ２１．７４ １００．００
３１～４０ ４２．１１ ５７．８９ １００．００
２１～３０ １６．１３ ８３．８７ １００．００














































年齢 戸主 戸口 合計
８１以上 １００．００ ０．００ １００．００
７１～８０ ８５．７１ １４．２９ １００．００
６１～７０ ６６．６７ ３３．３３ １００．００
５１～６０ ６１．５４ ３８．４６ １００．００
４１～５０ ４０．６３ ５９．３８ １００．００
３１～４０ １１．１１ ８８．８９ １００．００
２１～３０ ４．９４ ９５．０６ １００．００




























































































































































































６１以上 １００．００ ０．００ １００．００
５１～６０ ６７．６５ ３２．３５ １００．００
４１～５０ ６８．００ ３２．００ １００．００
３１～４０ ３４．６２ ６５．３８ １００．００
２１～３０ ４．１７ ９５．８３ １００．００











































６１以上 １００．００ ０．００ １００．００
５１～６０ ９５．２４ ４．７６ １００．００
４１～５０ ７５．５１ ２４．４９ １００．００
３１～４０ ５８．８２ ４１．１８ １００．００
２１～３０ ２７．５９ ７２．４１ １００．００
１１～２０ ８．１６ ９１．８４ １００．００
























































































































６１～７０ １００．００ ０．００ ０．００ ０．００ １００．００
５１～６０ ４４．４４ ０．００ ２２．２２ ３３．３３ １００．００
４１～５０ ５５．５６ ０．００ １６．６７ ２７．７８ １００．００
３１～４０ ０．００ ３３．３３ ６．６７ ６０．００ １００．００
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（２２） 義江明子は古代「刀自」論の中で，８世紀は（夫婦が構成単位となっていない）
一族的結合の統率者としての家刀自から夫と構成する「家」のペアの経営主体とし
ての家刀自への移行期にあったと指摘する（同『日本古代女性史論』吉川弘文館，２００７
年，―第二章）。私は義江説を踏まえ，戸籍に見える年長の「妻」をから段階
への移行期における家刀自に相当する女性の地位呼称ととらえる。
（２３） 仁藤敦史『女帝の世紀 皇位継承と政争』（角川選書，２００６年）。
（２４） 石母田正「奈良時代農民の婚姻形態に関する一考察―夫婦同居制並に別居制の一
資料―」（『石母田正著作集』第一巻，岩波書店，１９８８年。初出は１９３９年）。
（２５） 戸内男性最年長者を戸主に任用する編戸原則については田中前掲註（２）論文参
照。
（２６） 世代階層制秩序と戸籍の年齢秩序の関係の具体相については前著を参照されたい。
（２７） 房戸制は小家族としての「家」を把握したものとみる岸俊男「古代村落と郷里制」
（同『日本古代籍帳の研究』塙書房，１９７３年。初出は１９５１年）以来の学説があるが，
私は，郷戸同様，課丁編成を目的とした編戸の所産である点に房戸の本質を見出し，
「家」とは一致しないとする明石一紀説（明石前掲註（１）著書）を支持する。
